














要約:(財)日本学校保健会・若年性成人病対策委員会(委員長・大国真彦日本大学教授)が

作成した学童用の小児成人病予防検診システムに基づいて、複数地区で試験的に検診を実

施したので、その経験について報告する。今回の試験的実施では、①検診方法別による成

績の比較(抽出法と全員法の比較)、②受診承諾の可否をどのようにして得るか、その形式

の検討、③家族歴調査票の内容、の 3点について検討したので、これを中心に報告する。

なお今後も、上記 3点を含めた検診システムの検討を続けたい。


